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◇あとがき◇
　2025年秋まで大阪夢洲にて開催された万国
博覧会（大阪・関西万博）は，開催予算や政治
的課題が繰り返し指摘されていたものの，最終
的には1日当たり20万人を超える入場者を記録
し，盛況裡に閉幕できそうです。本万博におい
ては，多数の先端技術やデジタルトランス
フォーメーション（DX）の成果が紹介され，多
方面から注目を集めました。
　近年，われわれの生活環境においても人工知
能（AI）の導入と普及が急速に進展しており，
会話型 AI，音声認識，自動運転技術など，その
進歩は顕著です。実際に，私が指導する医学生
からも，国家試験対策において対話型 AIを活
用して問題演習を行っているとの報告があり，
その実用性の広がりに驚きを禁じ得ません。
　医療現場においても，患者との対話内容を音
声から AIが要約し，電子カルテに反映するシ
ステムをはじめ，DXの導入が着実に拡大しつ
つあります。その背景には，働き方改革やタス
クシェアの要請が存在し，これらを最大限に活
用して医療従事者の負担を軽減するためには，
医療側においても一定の工学的素養が求められ
る時代となっています。
　一方で，小児領域においては，年齢に応じた
疾患背景や体組成の差異に加え，疾患の多様性
および悉皆性の問題が存在し，成人領域に比し
て技術導入が遅滞している印象を否めません。
たとえば，当施設では単純 X線画像に AI診断
を全面的に導入しておりますが，対象は15歳以
上に限定されております。
　こうした状況を踏まえると，生産性および利
便性の向上の観点からも，小児外科領域におい
ても医療と工学の連携，さらに産学官の協働は
今後いっそう重要性を増すと考えられます。本
号では「医工・産学連携」を主題とし，当該領
域の先駆的取り組みに携わる諸先生方にご執筆
を賜りました。本特集が，読者各位の医工連携
の深化と発展に資することを切に願う次第です。
 （渡井　有）
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